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一
九
八
二
・
三
年
に
真
脇
遺
跡
か
ら
遺
物
と

し
て
多
量
に
出
土
し
た
イ
ル
カ
は
、
マ
イ
ル
カ

に
し
て
も
カ
マ
イ
ル
カ
に
し
て
も
、
す
べ
て
温

暖
種
に
属
し
、
五
月
を
中
心
と
し
た
春
か
ら
初

夏
に
か
け
て
の
季
節
に
西
の
方
か
ら
能
登
沖

に
回
遊
し
て
く
る
。
し
た
が
っ
て
、
比
較
資
料

を
求
め
て
、
日
本
海
沿
岸
の
西
方
に
お
の
ず
と

目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

古
代
の
ハ
ン
タ
ー
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー 

 

古
代
文
化
第
二
五
巻
第
六
号
（
一
九
七
三
）

に
国
分
直
一
先
生
（
当
時
熊
本
大
学
教
授
）
が

「
韓
国
考
古
小
記
」
と
い
う
稿
を
寄
せ
、
そ
の

中
で
前
年
発
見
さ
れ
た
ば
か
り
の
韓
国
盤
亀

臺
岩
刻
画
の
こ
と
を
紹
介
し
て
お
ら
れ
る
。
こ

の
号
を
私
は
大
学
院
在
学
中
に
た
ま
た
ま
購

入
し
て
い
た
の
で
、
あ
ら
た
め
て
読
み
な
お
し

て
み
た
。
韓
国
『
中
央
日
報
』
（
一
九
七
二
年

三
月
二
二
日
）
掲
載
の
ス
ケ
ッ
チ
が
引
用
さ
れ

て
い
て
、
陸
獣
類
と
と
も
に
鯨
類
が
多
数
描
か

れ
て
い
る
。
国
分
先
生
い
わ
く
「
海
の
動
物
と

し
て
は
イ
ル
カ
か
ク
ジ
ラ
と
見
ら
れ
る
も
の
、

ウ
ミ
ガ
メ
が
登
場
し
て
い
る
。
こ
の
岩
刻
画
を

の
こ
し
た
人
々
が
、
ハ
ン
タ
ー
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ

ー
で
あ
っ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
ろ
う
」
。 

 

先
史
時
代
か
ら
あ
っ
た
韓
国
捕
鯨 

  

真
脇
遺
跡
出
土
動
物
遺
体
の
整
理
が
一
段

落
し
た
一
九
八
六
年
に
、
韓
国
考
古
学
の
権
威
、

九
州
大
学
の
西
谷
正
教
授
に
教
え
を
請
う
た

と
こ
ろ
、
東
國
大
学
か
ら
出
版
さ
れ
た
報
告
書

（
黄
壽
水
・
文
明
大
著
『
盤
亀
臺
岩
壁
彫
刻
』
、

一
九
八
四
）
の
存
在
を
知
ら
せ
て
く
だ
さ
っ
た
。

さ
っ
そ
く
書
店
に
注
文
し
て
手
に
い
れ
た
原

書
を
見
て
驚
い
た
。
予
想
以
上
に
す
ば
ら
し
い

彫
刻
で
あ
り
、
鯨
類
や
捕
鯨
船
の
様
子
が
実
に

生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
韓

国
語
の
に
わ
か
勉
強
開
始
）
。 

 

こ
の
報
告
書
は
、
美
術
的
分
析
が
中
心
で
、

鯨
類
の
種
に
つ
い
て
は
検
討
不
十
分
と
い
う

印
象
を
免
れ
な
い
。
こ
の
鯨
類
画
を
残
し
た
人

た
ち
は
い
く
つ
か
の
種
を
は
っ
き
り
区
別
し

て
描
い
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
鯨
類
の
専
門
家

の
力
を
借
り
れ
ば
も
っ
と
詳
し
く
種
の
判
定

が
で
き
る
に
違
い
な
い
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日

本
海
と
鯨
類
」
（
一
九
八
八
）
で
鴨
川
シ
ー
ワ

ー
ル
ド
の
鳥
羽
山
照
夫
館
長
に
お
会
い
し
た

の
を
き
っ
か
け
に
、
国
際
海
洋
生
物
研
究
所
第

二
回
研
究
修
集
会
（
一
九
九
〇
年
二
月
）
で
「
東

ア
ジ
ア
に
お
け
る
鯨
類
の
考
古
学
的
研
究
」
と

題
し
て
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
こ
の
と

き
紹
介
し
た
盤
亀
臺
岩
刻
画
は
出
席
者
に
強

烈
な
印
象
を
与
え
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
席
で

筆
者
に
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
や
そ
の
後
の
私

信
に
よ
っ
て
得
た
ご
教
示
を
参
考
に
、
鯨
類
画

の
種
に
つ
い
て
私
な
り
に
で
き
る
か
ぎ
り
の

分
析
を
試
み
、
日
本
考
古
学
協
会
第
五
六
回
総

会
（
同
年
五
月
）
な
ら
び
に
日
本
海
セ
ト
ロ
ジ

―
研
究
グ
ル
ー
プ
第
一
回
研
究
会
（
同
年
同

月
）
で
成
果
の
一
端
を
披
露
し
た
。 

                    

現
地
を
訪
ね
た
の
は
同
年
七
月
の
こ
と
で

あ
る
。
『
韓
半
島
沿
海
捕
鯨
史
』
（
一
九
八
七
）

の
著
者
と
し
て
有
名
な
朴
九
秉
教
授
（
釜
山
水

産
大
学
）
に
案
内
さ
れ
て
、
慶
尚
南
道
蔚
州
郡

彦
陽
面
大
谷
里
の
ダ
ム
地
に
出
か
け
た
。
岩
刻

画
が
発
見
さ
れ
た
の
は
一
九
七
二
年
一
月
に

生
じ
た
異
常
渇
水
期
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
、

夏
に
訪
れ
て
も
水
面
下
に
あ
る
た
め
そ
れ
自

体
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
が
、
地
形

環
境
の
臨
場
感
を
得
る
だ
け
で
も
意
義
が
あ

る
と
思
い
訪
問
し
た
の
で
あ
る
。 

盤
亀
臺
は
蔚
山
湾
に
そ
そ
ぐ
太
和
江
の
上

流
部
に
位
置
す
る
。
蔚
山
湾
や
そ
の
近
海
で
は
、

近
代
に
米
国
や
日
本
に
よ
っ
て
捕
鯨
が
盛
ん

に
行
わ
れ
、
盤
亀
臺
岩
刻
画
に
描
か
れ
て
い
る

よ
う
な
セ
ミ
ク
ジ
ラ
や
コ
ク
ク
ジ
ラ
が
多
数

捕
獲
さ
れ
て
い
る
。
盤
亀
臺
岩
刻
画
が
発
見
さ

れ
る
ま
で
は
、
韓
国
の
捕
鯨
は
日
本
統
治
時
代

に
日
本
の
影
響
で
は
じ
ま
っ
た
の
だ
と
一
般

に
受
け
と
め
ら
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
盤
亀
臺

の
鯨
類
画
は
、
す
で
に
先
史
時
代
に
韓
国
で
捕

鯨
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
証
明
し
た
の
で

あ
る
。
正
確
に
年
代
を
き
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
動
物
の
表
現
様
式
が
青
銅
器
時
代
の
も

の
と
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
そ
の
時
代

に
属
す
る
と
い
う
の
が
有
力
な
見
方
だ
。
日
本

で
言
え
ば
縄
文
時
代
晩
期
頃
に
あ
た
る
が
、
弥

生
時
代
ま
で
下
る
可
能
性
も
あ
る
。
徐
福
捕
鯨

伝
説
に
も
一
石
を
投
ず
る
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
と
愉
快
な
気
分
に
な
る
。 

（
セ
ト
ケ
ン
文
献
抄
録
委
員
長
） 

 参
考
資
料 

平
口
哲
夫 

一
九
九
一
、
「
朝
鮮
・
対
馬
海

峡
沿
岸
の
古
代
捕
鯨
」
、
日
本
海
セ
ト
ロ
ジ
―

研
究
創
刊
号
、
二
〇
～
二
九
頁 

 

註 

韓
国
文
物
研
究
院
は
二
〇
一
〇
年
八
月

一
七
日
、
蔚
山
南
区
黄
城
洞
の
蔚
山
新
港
湾
埠

頭
連
結
道
路
敷
地
で
新
石
器
時
代
前
期(

紀
元

前
六
千
～
四
千
年)

遺
物
層
か
ら
、
「
鹿
骨
の

矢
尻
が
打
ち
込
ま
れ
た
鯨
骨
」
二
点
を
発
見
し

た
と
発
表
し
た
。
昌
寧
釜
谷
面
飛
鳳
里
遺
跡
の

舟
・
櫂
の
出
土
や
、
盤
亀
臺
岩
刻
画
な
ど
の
絵

と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
当
時
の
人
々
が
鯨
猟
を

行
な
っ
て
い
た
証
と
み
て
い
る
。
こ
の
「
鹿
骨

の
矢
尻
」
と
さ
れ
た
遺
物
は
、
日
本
で
骨
製
尖

頭
器
と
称
す
る
も
の
に
相
当
す
る
。
こ
の
骨
製

尖
頭
器
が
刺
さ
っ
た
鯨
骨
が
発
見
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
盤
亀
臺
岩
刻
画
も
新
石
器
時
代
前

期
ま
で
遡
る
可
能
性
が
出
て
き
た
。 

 
盤亀臺 右方岩壁水面下に岩刻画があ

る。1990 年 7 月 30日筆者撮影。 

 
韓国盤亀臺岩刻画（黄壽水・文明大 1994『盤亀臺岩壁彫

刻』から転載、改変） 
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